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国体開催決定し機運高める

　希望郷いわて国体・希望郷いわて大会開催決定イベ

ント｢希望郷いわてスポーツフェスタ｣は19日、北上

総合運動公園で行われました。

　国体競技を体験できるイベントや国体・大会イメー

ジソング｢笑顔の賛歌｣の初披露などが行なわれ、３年

後の同国体・同大会を来場者にアピールしていました。

　バウンドテニスを体験した菅野秀
ひ で と

都くん(二戸市・

石切所小４年)は｢コートが狭く難しかったけど、楽し

かった｣と話していました。
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それぞれの活動成果を披露

　詩歌の森公園文化村祭りは９月28日・29日、詩歌

の森公園などで行われました。

　黒沢尻西小学校児童の作品や各サークルによる絵画

や切り絵などを黒沢尻西地区交流センターに展示した

ほか、ニギニギ体操などのステージ発表などが行わ

れ、日ごろの活動の成果を披露していました。

　親子ウオークラリーにお父さんと参加した千田宗
むねひさ

悠

くん(黒沢尻西小１年)は｢８カ所回り、満点だった。

疲れたけど、楽しかった｣と喜んでいました。

希望郷いわてスポーツフェスタ

詩歌の森公園文化村祭り

　特定非営利活動法人くちない(昆野先
さ き お

男理事長)は地

域の良さを多くの人に知ってもらうため、さまざまな

イベントをくちないイベント広場で開催していました

が、必要な舞台や音響がなく、仮設舞台で音響を借用

していたため、宝くじの助成を受けて、アルミステー

ジと音響設備を取りそろえました。

　昆野理事長は｢さまざまなイベントで活用し、地域

を盛り上げていきたい。出演者も安全で安心して公演

に専念してもらいたい｣と話していました。
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地域イベントで活用

宝くじ助成で地域を元気に

助
成
を
受
け
た
ア
ル
ミ
ス
テ
ー
ジ
と
音
響
設

備
を
使
用
し
た
く
ち
な
い
星
ま
つ
り

　岩沢自治会(佐々木和
か ず ひ ろ

弘会長)は宝くじの助成を受け

て、岩沢公民館の老朽化した備品の整備のため岩沢公

民館の石油ファンヒーターや音響設備、折りたたみテ

ーブルなどと、一人暮らし高齢者世帯などの除雪を行

うために除雪機を取りそろえました。

　佐々木会長は｢音響設備などは地域の行事などで活

用していきたい。また、除雪機は一人暮らし高齢者な

どのために活用して、安全で安心に生活してもらいた

い｣と話していました。



ちち のの 話話話話題題♪ ちち のの 題題
City　Topics

まままま♪

－ 111 － 第544号

１
５
０
０
食
分
用
意
さ
れ
た
芋
の
子
汁
を
食
べ

る
来
場
者

地元物産や魅力を発信する

　二子の里・いものこまつり2013は９月29日、二子

小学校などで行われました。

　北上を代表する農産物｢二子さといも｣や芋の子汁の

販売、親子いものこ掘り体験、民俗芸能のステージ公

演など多彩なイベントが行われ、地元の物産と地域の

魅力を発信していました。

　芋の子汁を食べた葉
は す え

末亜
あ い り す

衣利さん(黒岩小６年)は 

｢芋の子がネバネバしておいしかった｣と笑顔で話して

いました。
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地域の歴史や文化を再確認
えづりこ古墳まつり

百歳いつまでもお元気で！
高橋タヱさん

菅原徹
て つ お

夫さん

菅原ちよみさん

　上野町にお住まいの菅原ちよみさ

んが百歳を迎え７日、自宅で祝う会

が開かれました。ちよみさんは大正

２年10月７日生まれ。23歳で故辰

見さんと結婚し、子５人をもうけ、

孫７人、ひ孫９人に恵まれています。

孫と話をするのが好きで、遊びに来

たときはお小遣いをあげるのが楽し

みなそうです。ちよみさんは｢若い

時は無理に働いて病気もしたが、み

んなに良くしてもらって、とても元

気です｣と笑顔で話していました。

　上野町にお住まいの菅原徹夫さん

が百歳を迎え３日、自宅で祝う会が

開かれました。徹夫さんは大正２年

10月３日生まれ。25歳のとき召集

され、中国広東飛行場やタイ、ビル

マ(現ミャンマー)を結ぶ泰緬鉄道の

整備などに従事しました。98歳で

車の運転をやめたので、今は書道が

楽しみだそうです。徹夫さんは｢今

まで元気で暮らせるのは、兄弟のお

かげ。ありがとう｣と感謝していま

した。

　大堤南にお住まいの高橋タヱさん

が百歳を迎え２日、自宅で祝う会が

開かれました。

　タヱさんは大正２年10月２日生

まれ。20歳で故祐蔵さんと結婚し、

子７人をもうけ、孫14人、ひ孫14
人に恵まれています。今でも身の回

りのことは自分でし、毎日欠かさず、

朝夕の神仏への礼拝や手足の軽運動

を行っているそうです。タヱさんは

｢うれしい。感謝でいっぱいです｣と

喜んでいました。

　えづりこ古墳まつりは９月22日、カムイへチリコ

ホで行われました。

　供養式典で祖霊に祈りをささげたほか、古代ファッ

ションショーやカムイ鍋の販売など多彩な催しが繰り

広げられ、来場した地域住民らは国指定史跡｢江釣子

古墳群｣に眠る先祖の霊を供養すると共に、地域の歴

史文化を再確認していました。

　来場した髙橋公
き み ゆ き

行さん(48歳)は｢カムイ鍋はいい味

が出ていて、おいしかった｣と話していました。


